


1.　貴事業所の名称、回答いただく担当者について
　貴事業所の名称、回答いただく担当者プロフィールについてご記入ください。
①　事業所名称をご記入ください。
	記述
方式
	名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


②　回答担当部署名称をご記入ください。
	記述
方式
	名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


③　回答担当社員役職・氏名をご記入ください。
	記述
方式
	役職（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
氏名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


④　回答担当社員の連絡先（電話番号、メールアドレス）をご記入ください。
	記述方式
	電話番号（　　　　　　　　　　　　　）
メールアドレス（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


2.　設備種類別の基数及び系統数について
貴事業所に所在する危険物タンク、可燃性（高圧ガス）タンク、ガスホルダー、毒性（高圧ガス）タンク、生産設備、発電設備、タンカー桟橋（石油タンカー桟橋、LPGタンカー桟橋、LNGタンカー桟橋）、パイプライン（危険物配管及び高圧ガス配管等）の設備種別に基数（タンク基数、設備数、ガスホルダー基数、系統数）についてご記入ください。
	危険物タンク
	危険物第4類のうち「第1石油類」及び「第2、3、4石油類」を貯蔵する屋外貯蔵タンクの基数についてご記入ください。

	可燃性（高圧ガス）タンク
	高圧液化ガスタンク、LPGタンク、LNGタンクごとにご記入ください。

	ガスホルダー
	可燃性ガス（水素ガス、都市ガス等）ホルダーごとにご記入ください。

	毒性（高圧ガス）タンク
	石油コンビナート等災害防止法施行例の別表1および別表2で記載されている物質を貯蔵する高圧ガスタンクについてご記入ください。

	生産設備
	高圧ガス保安法に規定する保安距離が48ｍ以上（ＫＷが10の6乗以上）の生産設備についてご記入ください。
【生産設備例】
脱硫装置（重油脱硫装置、灯軽油水素化脱硫装置）、重質油脱硫分解装置、接触改質装置、合成ゴム製造装置、サクションドラム、ベンゼン製造装置、ポリエチレン製造装置、アクリロニトリル製造装置、ポリエチレン製造装置、水素ガス精製装置、酸化合成装置、水添テレピン樹脂製造装置、フッ素樹脂共重合装置、ポリブタジエン製造装置、MOCVD装置、酸化エチレン製造装置、反応釜、黄燐精製装置、燃焼炉、熱処理炉等

	発電設備
	出力10万キロワット以上の発電設備についてご記入ください。
【発電設備例】
ボイラ排煙脱硝装置、水素発生装置等

	タンカー桟橋
	石油タンカー（原油、灯油、重油等）、桟橋、LPGタンカー桟橋、LNGタンカー桟橋についてご記入ください。

	パイプライン
	事業所間を結ぶ危険物（パイプライン）配管、高圧ガス（パイプライン）導管についてご記入ください。


ＫＷ値：高圧ガス保安法、コンビナート等保安規則に記載されている可燃性ガスの爆発による爆風圧の影響範囲の算出式に代入する数値。「Ｗ」は貯蔵設備（液化ガス、圧縮ガス）の場合は貯蔵能力に関する数値、処理設備の場合は処理設備内にあるガスの質量の数値となっている。「Ｋ」はガスの種類及び常用の温度の区分に応じて決められている数値。両者の積をＫＷ値とする。
調査票：設備種類別の基数及び系統数（記述方式）
	設備種別
	タンク基数

	危険物
タンク

	危険物第4類『第1石油類』を保有するタンク
	固定屋根式タンク
	

	
	
	浮屋根式タンク
	

	
	
	固定の屋根がありタンク内部に浮屋根があるタンク
	

	
	危険物第4類『第1石油類』を保有する全タンク合計
	

	
	危険物第4類『第2、3、4石油類』を保有するタンク
	固定屋根式タンク
	

	
	
	浮屋根式タンク
	

	
	
	固定の屋根がありタンク内部に浮屋根があるタンク
	

	
	危険物第4類『第2、3、4石油類』を保有する全タンク合計
	

	設備種別
	タンク基数

	可燃性（高圧ガス）タンク
	高圧液化ガスタンク
	

	
	LPGタンク
	

	
	LNGタンク
	

	設備種別
	ガスホルダー基数

	ガスホルダー
	可燃性ガス（水素ガス、都市ガス等）ホルダー
	

	設備種別
	タンク基数

	毒性（高圧ガス）タンク
	

	設備種別
	設備数

	生産設備
	

	設備種別
	設備数

	発電設備
	

	設備種別
	設備数

	タンカー
桟橋
	石油タンカー
桟橋
	原油
	

	
	
	灯油
	

	
	
	重油
	

	
	LPGタンカー桟橋
	

	
	LNGタンカー桟橋
	

	設備種別
	系統数

	パイプ
ライン
	危険物（パイプライン）配管
	架空パイプライン
	

	
	
	埋設パイプライン
	

	
	高圧ガス（パイプライン）導管
	可燃性物質
	架空パイプライン
	

	
	
	
	埋設パイプライン
	

	
	
	毒性物質
	架空パイプライン
	

	
	
	
	埋設パイプライン
	


3.　タンク諸元、耐震補強及び緊急時対応措置の状況について
3.1　危険物タンクの状況
　危険物タンクごとに諸元、耐震補強及び緊急時対応措置についてご記入ください。
調査票：危険物タンク諸元（記述方式）
	タンク番号（記述方式）
	

	諸元
	タンク形式
（選択）
	タンク形式を選択してください。

	
	
	
	固定屋根式タンク

	
	
	
	浮屋根式タンク

	
	
	
	固定の屋根がありタンク内部に浮屋根があるタンク（内部浮屋根式タンク）

	
	内容物種
（選択）
	内容物種を選択してください。

	
	
	第1石油類　　第2石油類　　第3石油類　　第4石油類

	
	許可容量（記述方式）
	
	（kl：キロリットル）

	
	タンク内径（記述方式）
	
	（m）

	
	タンク高さ（記述方式）
	
	（m）

	
	タンク自重（記述方式）
	
	（ton：トン）

	
	内容物の実液比重（記述方式）
	
	（―）

	
	最高液面高さ（記述方式）
	
	（m）

	
	自主管理油高の上限値（記述方式）
	
	（m）

	
	上限値での内容物容量（記述方式）
	
	（m3）

	
	自主管理油高の下限値（記述方式）
	
	（m）

	
	下限値での内容物容量（記述方式）
	
	（m3）

	
	タンクの設置年数（記述方式）
	
	（年）

	
	防油堤基礎深さ（記述方式）
	
	（m）

	
	防油堤有効容量（記述方式）
	
	（m3）

	
	防油堤高さ（記述方式）
	
	（m）

	
	防油堤目地部ゴムシート有無（選択）
	（　　　　　有　　　　　　　　無　　　　　）

	
	緊急遮断弁の有無（選択）
	（　　　　　有　　　　　　　　無　　　　　）

	タンク技術基準（選択）
	
	新法：昭和52年の技術基準に適合

	
	
	旧法・新基準：平成6年の新基準に適合する旧法タンク

	
	
	旧法・旧基準：平成6年の旧法新基準に適合しない

	
	
	準特定・新基準：平成11年の新基準に適合する

	
	
	準特定・旧基準：平成11年の新基準に適合しない

	
	
	特定外：容量500kl未満の屋外タンク

	タンク耐震補強
（選択方式、複数選択可）
	実施しているタンク耐震補強について選択してください。

	
	
	底板と側板との溶接接合部の補強

	
	
	アンカーボルトの増強

	
	
	危険物タンクにおけるガイドポールの溶接部の補強

	
	
	浮き屋根補強リングの溶接止端部の補強

	
	
	浮き屋根母材の補強

	
	
	その他補強（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	被害拡大防止を目的とした緊急対応措置
（選択方式、複数選択可、操作位置との距離、要する時間については記述方式）
	実施する緊急対応措置、操作方法について選択し、要する時間について記入ください。

	
	
	遠隔監視（操作位置との距離）（　　　　　　m）

	
	
	内容物移送（手動操作・遠隔操作）

	
	
	内容物移送に要する時間（　　　　　　　　　分）


3.2　可燃性（高圧ガス）タンクの状況
　可燃性（高圧ガス）タンクごとに諸元、耐震補強及び緊急時対応措置についてご記入ください。
調査票：可燃性（高圧ガス）タンク諸元、耐震補強及び緊急時対応措置
	タンク番号（記述方式）
	


	諸元
	タンク種別
（選択）
	タンク種別を選択してください。

	
	
	
	高圧液化ガスタンク（内容物　　　　　　　　　　　　）

	
	
	
	LPGタンク

	
	
	
	LNGタンク

	
	許可容量（記述方式）
	
	（kl：キロリットル）

	
	貯蔵容量（記述方式）
	
	（kl：キロリットル）

	
	タンク高さ（記述方式）
	
	（m）

	
	タンク自重（記述方式）
	
	（ton：トン）

	
	内容物の実液比重（記述方式）
	
	（―）

	
	ＫＷ値（記述方式）
	
	（―）

	
	タンクの設置年数（記述方式）
	
	（年）

	
	防液堤基礎深さ（記述方式）
	
	（m）

	
	防液堤容量（記述方式）
	
	（m3）

	
	防液堤目地部ゴムシート有無（選択）
	（　　　　　有　　　　　　　　無　　　　　）

	
	ブレースの有無（選択）
	（　　　　　有　　　　　　　　無　　　　　）

	
	ブレースの構造（選択）
	ブレースの構造について選択してください。

	
	
	
	鋼管タイプ

	
	
	
	タイロッドタイプ

	
	
	
	その他構造（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	タンク耐震補強
（選択方式、複数選択可）
	実施しているタンク耐震補強について選択してください。

	
	
	底板と側板との溶接接合部の補強

	
	
	支柱の耐震補強（方式　　　　　　　　　　　）

	
	
	その他補強（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	被害拡大防止を目的とした緊急対応措置
（選択方式、複数選択可、操作位置との距離、要する時間については記述方式）
	実施する緊急対応措置、操作方法について選択し、要する時間について記入ください。

	
	
	遠隔監視（操作位置との距離）（　　　　　　m）

	
	
	緊急遮断（手動操作・遠隔操作）

	
	
	緊急遮断に要する時間（　　　　　　　　　分）

	
	
	冷却散水（手動操作・遠隔操作）

	
	
	冷却散水に要する時間（　　　　　　　　　分）

	
	
	内容物移送（手動操作・遠隔操作）

	
	
	内容物移送に要する時間（　　　　　　　　　分）

	
	
	不活性ガス置換（手動操作・遠隔操作）

	
	
	不活性ガス置換に要する時間（　　　　　　　　　分）


ＫＷ値：高圧ガス保安法、コンビナート等保安規則に記載されている可燃性ガスの爆発による爆風圧の影響範囲の算出式に代入する数値。「Ｗ」は貯蔵設備（液化ガス、圧縮ガス）の場合は貯蔵能力に関する数値、処理設備の場合は処理設備内にあるガスの質量の数値となっている。「Ｋ」はガスの種類及び常用の温度の区分に応じて決められている数値。両者の積をＫＷ値とする。
3.3　ガスホルダーの状況
　ガスホルダーごとに諸元、耐震補強及び緊急時対応措置についてご記入ください。球形タンクの場合、タンク内径のみを記載ください。
調査票：ガスホルダー諸元、耐震補強及び緊急時対応措置
	タンク番号（記述方式）
	

	諸元
	タンク種別
（選択）
	タンク種別を選択してください。

	
	
	
	可燃性ガス（水素ガス、都市ガス等）ホルダー

	
	許可容量（記述方式）
	
	（kl：キロリットル）

	
	タンク内径（記述方式）
	
	（m）

	
	タンク高さ（記述方式）
	
	（m）

	
	タンク自重（記述方式）
	
	（ton：トン）

	
	内容物の実液比重（記述方式）
	
	（―）

	
	ＫＷ値（記述方式）
	
	（―）

	
	タンクの設置年数（記述方式）
	
	（年）

	
	防液堤基礎深さ（記述方式）
	
	（m）

	
	防液堤目地部ゴムシート有無（選択）
	（　　　　　有　　　　　　　　無　　　　　）

	
	防液堤有効容量（記述方式）
	
	（m3）

	
	防液堤高さ（記述方式）
	
	（m）

	
	ブレースの有無（選択）
	（　　　　　有　　　　　　　　無　　　　　）

	
	ブレースの構造（選択）
	ブレースの構造について選択してください。

	
	
	
	鋼管タイプ

	
	
	
	タイロッドタイプ

	
	
	
	その他構造（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	タンク耐震補強
（選択方式、複数選択可）
	実施しているタンク耐震補強について選択してください。

	
	
	球形タンク本体（球殻体）の補強（内容　　　　　　　）

	
	
	脚部とブレースの溶接接合部の補強

	
	
	球殻体を支持する基礎の補強

	
	
	脚部の補強

	
	
	その他補強（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	被害拡大防止を目的とした緊急対応措置
（選択方式、複数選択可、操作位置との距離、要する時間については記述方式）
	実施する緊急対応措置、操作方法について選択し、要する時間について記入ください。

	
	
	遠隔監視（操作位置との距離）（　　　　　　m）

	
	
	緊急遮断（手動操作・遠隔操作）

	
	
	緊急遮断に要する時間（　　　　　　　　　分）

	
	
	冷却散水（手動操作・遠隔操作）

	
	
	冷却散水に要する時間（　　　　　　　　　分）

	
	
	内容物移送（手動操作・遠隔操作）

	
	
	内容物移送に要する時間（　　　　　　　　　分）

	
	
	不活性ガス置換（手動操作・遠隔操作）

	
	
	不活性ガス置換に要する時間（　　　　　　　　　分）


ＫＷ値：高圧ガス保安法、コンビナート等保安規則に記載されている可燃性ガスの爆発による爆風圧の影響範囲の算出式に代入する数値。「Ｗ」は貯蔵設備（液化ガス、圧縮ガス）の場合は貯蔵能力に関する数値、処理設備の場合は処理設備内にあるガスの質量の数値となっている。「Ｋ」はガスの種類及び常用の温度の区分に応じて決められている数値。両者の積をＫＷ値とする。
3.4　毒性（高圧ガス）タンクの状況
　毒性（高圧ガス）タンクごとに諸元、耐震補強及び緊急時対応措置についてご記入ください。
調査票：毒性（高圧ガス）タンク諸元、耐震補強及び緊急時対応措置
	タンク番号（記述方式）
	

	諸元
	貯蔵物質名称（記述方式）
	

	
	許可容量（記述方式）
	
	（kl：キロリットル）

	
	貯蔵容量（記述方式）
	
	（kl：キロリットル）

	
	タンク内径（記述方式）
	
	（m）

	
	タンク高さ（記述方式）
	
	（m）

	
	タンク自重（記述方式）
	
	（ton：トン）

	
	内容物の実液比重（記述方式）
	
	（―）

	
	タンクの設置年数（記述方式）
	
	（年）

	
	防液堤基礎深さ（記述方式）
	
	（m）

	
	防液堤目地部ゴムシート有無（選択）
	（　　　　　有　　　　　　　　無　　　　　）

	
	防液堤有効容量（記述方式）
	
	（m3）

	
	防液堤高さ（記述方式）
	
	（m）

	
	ブレースの有無（選択）
	（　　　　　有　　　　　　　　無　　　　　）

	
	ブレースの構造（選択）
	ブレースの構造について選択してください。

	
	
	
	鋼管タイプ

	
	
	
	タイロッドタイプ

	
	
	
	その他構造（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	タンク耐震補強
（選択方式、複数選択可）
	実施しているタンク耐震補強について選択してください。

	
	
	底板と側板との溶接接合部の補強

	
	
	支柱の耐震補強（方式：　　　　　　　　　　　）

	
	
	その他補強（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	被害拡大防止を目的とした緊急対応措置
（選択方式、複数選択可、操作位置との距離、要する時間については記述方式）
	実施する緊急対応措置、操作方法について選択し、要する時間について記入ください。

	
	
	遠隔監視（操作位置との距離）（　　　　　　m）

	
	
	緊急遮断（手動操作・遠隔操作）

	
	
	緊急遮断に要する時間（　　　　　　　　　分）

	
	
	散水希釈（手動操作・遠隔操作）

	
	
	散水希釈に要する時間（　　　　　　　　　分）

	
	
	内容物移送（手動操作・遠隔操作）

	
	
	内容物移送に要する時間（　　　　　　　　　分）

	
	
	不活性ガス置換（手動操作・遠隔操作）

	
	
	不活性ガス置換に要する時間（　　　　　　　　　分）


4.　生産設備、発電設備の諸元、耐震補強及び緊急時対応措置の状況について
　生産設備、発電設備ごとに諸元、耐震補強及び緊急時対応措置についてご記入ください。
生産設備については、高圧ガス保安法の規定する保安距離が48ｍ以上（ＫＷが10の6乗以上）の生産設備についてご記入ください。
発電設備については、出力10万キロワット以上の発電設備についてご記入ください。
調査票：生産設備、発電設備諸元、耐震補強及び緊急時対応措置
	設備番号（記述方式）
	

	諸元
	設備種別
（選択）
	設備種別を選択してください。

	
	
	
	生産設備

	
	
	
	発電設備

	
	取扱物質名称（記述方式）
	

	
	許可容量（記述方式）
	
	（kl：キロリットル）

	
	ＫＷ値（記述方式）
	
	（―）

	
	設備の設置年数（記述方式）
	
	（年）

	設備耐震補強
（選択方式、複数選択可）
	実施している設備耐震補強について選択してください。

	
	
	装置の耐震補強

	
	
	配管の耐震補強

	
	
	容器の耐震補強

	
	
	その他補強（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	被害拡大防止を目的とした緊急対応措置
（選択方式、複数選択可、操作位置との距離、要する時間については記述方式）
	実施する緊急対応措置、操作方法について選択し、要する時間について記入ください。

	
	
	遠隔監視（操作位置との距離）（　　　　　　m）

	
	
	緊急遮断（手動操作・遠隔操作）

	
	
	緊急遮断に要する時間（　　　　　　　　　分）

	
	
	冷却散水（手動操作・遠隔操作）

	
	
	冷却散水に要する時間（　　　　　　　　　分）

	
	
	散水希釈（手動操作・遠隔操作）

	
	
	散水希釈に要する時間（　　　　　　　　　分）

	
	
	不活性ガス置換（手動操作・遠隔操作）

	
	
	不活性ガス置換に要する時間（　　　　　　　　　分）


5.　タンカー桟橋の諸元、耐震補強及び緊急時対応措置の状況について
　タンカー桟橋ごとに諸元、耐震補強及び緊急時対応措置についてご記入ください。
調査票：タンカー桟橋諸元、耐震補強及び緊急時対応措置
	系統番号（記述方式）
	

	諸元
	設備種別
（選択）
	設備種別を選択してください。

	
	
	
	石油タンカー桟橋
	原油

	
	
	
	
	灯油

	
	
	
	
	重油

	
	
	
	LPGタンカー桟橋

	
	
	
	LNGタンカー桟橋

	
	取扱物質名称（記述方式）
	

	
	設備の設置年数（記述方式）
	
	（年）

	設備耐震補強
（選択方式、複数選択可）
	実施している耐震補強について選択してください。

	
	
	桟橋本体の補強（内容　　　　　　　　　　）

	
	
	杭の増強

	
	
	その他補強（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	被害拡大防止を目的とした緊急対応措置
（選択方式、複数選択可、操作位置との距離、要する時間については記述方式）
	実施する緊急対応措置、操作方法について選択し、要する時間について記入ください。

	
	
	遠隔監視（操作位置との距離）（　　　　　　m）

	
	
	緊急遮断（手動操作・遠隔操作）

	
	
	緊急遮断に要する時間（　　　　　　　　　分）


6.　パイプラインの諸元、耐震補強及び緊急時対応措置の状況について
　パイプラインごとに諸元、耐震補強及び緊急時対応措置についてご記入ください。
調査票：パイプライン諸元、耐震補強及び緊急時対応措置
	系統番号（記述方式）
	

	諸元
	設備種別
（選択）
	設備種別を選択してください。

	
	
	
	危険物（パイプライン）配管
	架空パイプライン

	
	
	
	
	埋設パイプライン

	
	
	
	高圧ガス（パイプライン）導管
	架空パイプライン

	
	
	
	
	埋設パイプライン

	
	取扱物質名称（記述方式）
	

	
	設備の設置年数（記述方式）
	
	（年）

	設備耐震補強
（選択方式、複数選択可）
	実施している耐震補強について選択してください。

	
	
	パイプライン本体の補強（内容　　　　　　　　　　）

	
	
	フレキシブルジョイントによる免震

	
	
	その他補強（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	被害拡大防止を目的とした緊急対応措置
（選択方式、複数選択可、操作位置との距離、要する時間については記述方式）
	実施する緊急対応措置、操作方法について選択し、要する時間について記入ください。

	
	
	遠隔監視（操作位置との距離）（　　　　　　m）

	
	
	緊急遮断（手動操作・遠隔操作）

	
	
	緊急遮断に要する時間（　　　　　　　　　分）


7.　屋外給水施設、非常通報設備等の地震対策、津波浸水対策の状況について
　屋外給水施設、非常通報設備等の地震対策、津波浸水対策の状況についてご記入ください。
調査票：屋外給水施設、非常通報設備等の地震対策、津波浸水対策
	屋外給水施設
（選択方式）
	地震対策
	（実施している　　　　実施していない）

	
	実施している場合の内容を記入してください。

	
	

	
	実施していない場合の理由と今後の予定を記入してください。

	
	

	
	津波浸水対策
	（実施している　　　　実施していない）

	
	実施している場合の内容を記入してください。

	
	

	
	実施していない場合の理由と今後の予定を記入してください。

	
	

	非常通報設備
（選択方式）
	地震対策
	（実施している　　　　実施していない）

	
	実施している場合の内容を記入してください。

	
	

	
	実施していない場合の理由と今後の予定を記入してください。

	
	

	
	津波浸水対策
	（実施している　　　　実施していない）

	
	実施している場合の内容を記入してください。

	
	

	
	実施していない場合の理由と今後の予定を記入してください。

	
	


※「実施している場合」はその内容を、また、「実施していない場合」はその理由と今後の予定を
記入してください。
8.　地盤の液状化対策、側方流動対策の実施状況について
　貴事業所内における地盤の液状化対策、側方流動対策の実施状況について記入ください。
調査票：地盤の液状化対策、側方流動対策
	地盤の液状化対策
（選択）
	（実施している　　　一部実施している　　　実施していない）

	
	実施している地盤の液状化対策を選択してください。

	
	
	動的締固め工法（サンドコンパクションパイル（ＳＣＰ）工法、ロッドコンパクション工法、重錘落下締固め工法）

	
	
	低振動・低騒音地盤改良（深層混合処理工法、静的圧入締固め（コンパクショングラウチング）工法、薬液浸透注入工法、不飽和化工法、ドレーン工法）

	
	
	杭基礎の打設

	
	
	その他対策（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	一部実施している場合の不十分なところと今後の予定を記入してください。

	
	

	
	実施していない場合の理由と今後の予定を記入してください。

	
	

	側方流動対策
（選択）
	（実施している　　　　一部実施している　　　　実施していない）

	
	実施している地盤の液状化対策を選択してください。

	
	
	護岸の裏込土改良

	
	
	矢板の補強

	
	
	裏込アンカーの設置

	
	
	その他対策（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	一部実施している場合の不十分なところと今後の予定を記入してください。

	
	

	
	実施していない場合の理由と今後の予定を記入してください。

	
	


9.　取扱物質等流出防止対策、津波漂流物滞留防止対策の実施状況について
　貴事業所内における取扱物質等流出防止対策、応援消防等の進入のための津波漂流物滞留防止対策の実施状況について記入ください。
調査票：取扱物質等流出防止対策、津波漂流物滞留防止対策
	取扱物質等流出防止
対策
（選択）
	（実施している　　　一部実施している　　　実施していない）

	
	実施している取扱物質等流出防止対策を選択してください。

	
	
	オイルフェンスの増強

	
	
	タンク、設備等の固定

	
	
	その他対策（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	一部実施している場合の不十分なところと今後の予定を記入してください。

	
	

	
	実施していない場合の理由と今後の予定を記入してください。

	
	

	津波漂流物滞留防止
対策
（選択）
	（実施している　　　一部実施している　　　実施していない）

	
	実施している地盤の津波漂流物滞留防止対策を選択してください。

	
	
	防護柵の設置

	
	
	その他対策（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	一部実施している場合の不十分なところと今後の予定を記入してください。

	
	

	
	実施していない場合の理由と今後の予定を記入してください。

	
	


10.　津波浸水被害を想定した保安要員等の安全確保の状況について
　貴事業所内における津波浸水被害を想定した保安要員等の安全確保の状況について記入ください。
調査票：津波浸水被害を想定した保安要員等の安全確保
	避難計画もしくはマニュアルの策定
	（策定している　　　　　　　　　　　　策定中である）

	退避場所の指定
（選択方式、複数選択可）
	（指定している　　　　　　　　　　　指定していない）

	
	指定している退避場所を記入してください。

	
	
	垂直避難が可能な避難ビルの指定

	
	
	その他内容（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	指定していない理由及び従業員の安全の確保について記入してください。

	
	

	退避場所の構造（選択）
	退避場所の構造を選択してください。

	
	
	鉄筋コンクリート造

	
	
	鉄骨鉄筋コンクリート造

	
	
	鉄骨造

	
	
	その他構造（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	退避場所の設置年月日（記述方式）
	

	退避場所の収容人数（記述方式）
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人）

	退避場所の収容面積（記述方式）
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（㎡）

	退避時間の設定
（選択方式、複数選択可、退避時間については記述方式）
	（設定している　　　　　　　　　　　設定していない）

	
	設定している退避時間を記入してください。

	
	
	（　　　　　　　　　　　　　　　　　時間）

	退避基準の設定
（選択方式、設定している基準については記述方式）
	（設定している　　　　　　　　　　　設定していない）

	
	設定している基準を記入してください。

	
	


11．構内における車両台数
貴事業所内における車両台数について記入ください。
調査票：事業所内における車両台数（最大・平均）
	構内における車両台数
（記述方式）
	昼間
	最大（　　　　　　　台）・平均（　　　　　　　台）

	
	夜間
	最大（　　　　　　　台）・平均（　　　　　　　台）

	
	内、ローリー台数
（記述方式）
	昼間
	最大（　　　　　　　台）・平均（　　　　　　　台）

	
	
	夜間
	最大（　　　　　　　台）・平均（　　　　　　　台）


12.　その他、ご意見等について
その他、ご意見等について記入ください。
	

	

	


調査項目は以上です。最後に記入漏れがないかあらためてご確認願います。
調査にご協力をいただき、誠にありがとうございました。
参考資料４





調査票
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